
っせし 、惰行， I順次力行方式を とっている。 すなわち， 切換点に

設けられた架線のデ ッ ドセク ショ ンの手前で運転台の切換スイ

ッチを操作すると，全編成いっせいに空気 し ゃ断器が閉路して

惰行に入り，セクション通過後は，加圧された単位から順次に

電気凶路が織成されて，力行に入る よう になっており ，セ クシ

ョンにおける電圧の中断時聞をなるへく短くできるよう考慮さ

れている。

その後， 交流電化が進展し， 急行形交直流電車 451 系が生ま

れ，さらに昭和 39 年度からは，特急形交i直流電車 481 系が大阪

および名古屋から富山 まで運転されてい る。

簡単な交I[!流電車のブ ロック ダイアグラムを凶ーl に，わが凶

における交直流電車の開発経過を図ー2 に不す。

図 2 交直流電車の開発終j品

(雌礼充)

こうつうかがくかん 交通科学館 本大阪広i 状線iJfJ通氾

:立、事業の 一つで，凶鉄が東京のうど通博物館の姉妹飢 と して， jI{{ 

和 37 ・ 1 ・ 2 1 に開館， その展示内移も従米のレわゆ る即物館的方

式でなく， P1i. .海・ 伎の交通のtJL況と 将米，: 11'同を近代的な感覚

で雌リ上ヴ ， 一般に公開してレる施，没である。 J9í {r:Jl~i :t大阪市

港区八芸1I 1f.大阪環状線弁天間J J!J(，:五架下 。 fnWiは 1 2 の展 ;J 、安に

分かれ， おもな展示品は次の とおり で， }品不 l創的は ， 3, 182m' , 

R' I而品1 は， 1 0 ， OOOm'。

第 1 室 ヨヒ通発達史室 ク ラモ ント 号 r災対町\1IÆ!\\1，ロケ ット

号蒸気機関ljI 模型， T型フォー 卜' 自動車校中J，日本líSi山の鉄道

で使用した屯)d.計算機。

第 2 ・ 3 室 国鉄の近代化率 最新)fヲ通勤電iI' 悦 J~!. I,.'J 各附
貨卓模型， クモ ハ 100 型電車運転装置， EF58 埠!?江気機関車先

頭都等の実物模型。

第 4 ・ 5 室 施設と原理主 各種除雪 'H見~~， 般新形各極7l:è

気機関車， 新淀川崎りょう模型，踏切校l目。

第 6 ・ 7 室 新幹線室 ひかり号先頭中・ [iiJ j ~(輸 ・ つばめ号

こうないがか

車輪・モ テツレ軌道・ C. T. C. 試作表示盤・ パ γ タ グラ 7 ・ピュ

フェ用いす等各実物，新大阪・東京・ 京都各駅舎模型。

第 8 室 自動車室 各種小型自動車実物，名神高速道路各種

イ γ ターチェンジ模型。

第 9 室船舶室 新造青函連絡船と貨物船模型，スラスター

模型，燈台と無線標識模型，新形救命ポート実物。

第 10 室 航空室最新形各種ジェット機模型，旅客機用シ

ー ト実物。

第 11 室 明日の交通室 未来のエ 不ノレギージオラ "0

第 1 2 室 列車運転パノラマ室。

原外展示場実物の C53 形と 1800 形蒸気機関車，サ γ フ ラ

レノシスコのケ ープノレカ ー。

また， 付属設備のホーノレは，収容人員 450 名， そのほか入 口

には無料駐車場があり，パス 20 台も収容できる。

IHI館と r，iJ II!fに経営は財団法人日本交通公社に委託された。

(清水消)

こうつうとうけいけんきゅうしょ 交通統計研究所

II(州 1 37 ・ 4 財団法人連給調査局から分離独立して設立(日本通運

株式会社・財団法人日本交通公社 ・財団法人鉄道弘済会 ・ 帝都

1"1速度交通包団・財団法人運輸調査局が各 100 万円を基本財産

として出資)された運輸省所管の公益法人 (財団) であり，所在

地Ll:iU fs(郡港区東新橋二丁目国鉄新橋事務所内にある。

うど通統日| に関す る )lj!論およ びその方法の研究ならびに交通統

計 の調l't.作成を行ない，交通統計の改善発達およびその普及を

はかつて ， 交通事業の発展に貢献するこ とを 目的とし，次の事

業を行な っ ている。

(1) 交通事情の調査および統計作成事業

(2) 交通統計資料センターとしての事業

(3) 交通統計編さん頒布事業

(4) 交通問題の統計的研究事業

(5) 交通統計知識の普及事業

(6) 交通統計事務の近代化推進事業

国鉄からの委託業務と しては，昭和 24 年， 戦時中に中止して

レた機械 (PCS) による統計作業を再開するため，統計事務の

機械化の研究と貨物統計の機械集計作業を行なって以来，漸次

鉱大され，財政科目 決算，財産関係事務，原価計算， 職員統計，

生計 費調査， 列車キ ロ 統計， 自動車修繕費統計等年間約 50 種目 ，

作表種類数約 650 表， 基本カ ー ド枚数約 890 万枚に及ぶ本社関

係の一部および関東支社関係の集計業務ならびに本社務電子計

算機の入力 データの作成作業を行な っている。

国鉄から提供を受けてレるおもな機械設備と して ， UNIVAC 

1004 お よび IBM 1440 電子計算組織がある。(守屋明)

こうないがかり 構内掛 駅・信号場におかれる職で，昭
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